










































































































Ａ．中 立 的 引 用 文 ：特定の中立的引用動詞を伴い，論文筆者の着目点
を可能な限り忠実に再現し，中立的な立場からそ
の 着 目 点 を 示 す と い う 機 能 を 担 っ て い る 文
（pp.98-99）























































































（12）	 先週の自治省発表によると，それがついに今年 3 月末現在で初めて 3





































































































































































































































































































































































































4	 清水まさ子（2008）には，227 の引用文の 7.5%が「「～によると，～によれば」
を用いて引用文献を紹介して，後続する文に要約を書く」ものであったことし























































田保幸 2000，砂川有里子 2003 など）が，「によると／によれば」に関する誤用
を分析する際には両者を区別する必要がないため，ここでは，両者を類似する
構造を持つ形式として取り上げている．
14	（37b）が「と述べている」ではなく「とされ（てい）る」を文末に取る場合，「と」
があっても，（iii）のように許容される．
（iii）Aによると［BによればPが主張できる］とされている．
	 しかし，藤田保幸（2001:	284）が「もはや助動詞的複合辞に転じているものと
見られる」とするように，「とされ（てい）る」はすでに主語を必要としないと
いう点で，「という」に近い要素となっていると考えられるため，本稿の「によ
ると／によれば」文は引用の「と」と共起しないという主張の反例にはならな
いと考える．
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